
2021年4月20日 

寄贈サービス付私募債「社会貢献応援債」の受託について 

 常陽銀行（頭取 笹島 律夫）は、このたび、寄贈サービス付私募債「社会貢献応援債」を受託

しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

本商品は、当行が受け取る手数料の一部で、発行企業が指定する「SDGs取組団体」「地域活性化に

貢献するスポーツチーム」「スタートアップ支援団体」等に、物品や寄付金を寄贈するサービスが

付いた私募債です。 

当行は、今後とも、持続可能な地域社会の実現に向けて、お客さまとともに積極的に取り組んで

まいります。 

記 

《私募債および発行企業概要》 

社債の名称 
株式会社 三和機工 
第１回無担保社債 

発 行 額 1億円 

発 行 日 2020 年 12 月 30 日 

期 間 5 年 

資 金 使 途 運転資金 

発行企業名 株式会社三和機工 

所 在 地 茨城県鹿嶋市粟生 2362-1 

代 表 者 
代表取締役社長 

益田 準 

業 種 機械工具・鋼材等卸売業 

贈 呈 先 鹿嶋市 

寄 贈 品 
鹿島アントラーズ 

サポーターズ 12マスク 

指 定 理 由 

鹿嶋市内の新小学１年生に
「鹿島アントラーズ」の
エリアライセンス商品で
あるマスクを寄贈することで、
社会に貢献したいとの思いから。 

社債の名称 
株式会社 清水商店 
第 2回無担保社債 

発 行 額 5,000万円 

発 行 日 2021 年 3 月 15 日 

期 間 5 年 

資 金 使 途 運転資金 

発行企業名 株式会社清水商店 

所 在 地 
茨城県東茨城郡大洗町磯浜町

6881-72 

代 表 者 
代表取締役社長 
清水 栄基 

業 種 水産物加工業 

贈 呈 先 大洗町 

寄 贈 品 寄付金 

指 定 理 由 
同社が所在する大洗町を
サポートすることで、地域の
発展に貢献したいとの思いから。 

（左から）鹿嶋市教育委員会川村教育長、三和機工

益田社長、鹿嶋市錦織市長、鹿島支店小松﨑支店長 

（左から）大洗町國井町長、清水商店清水社長、

大洗支店永野支店長 



 

社債の名称 
株式会社 シャポンドゥ 

第 2回無担保社債 

 
社債の名称 

日栄商事 株式会社 

第 10回無担保社債 

発 行 額 1億円  発 行 額 1億円 

発 行 日 2020 年 11 月 30 日  発 行 日 2021 年 2 月 26 日 

期 間 7 年  期 間 5 年 

資 金 使 途 設備資金  資 金 使 途 運転資金 

発行企業名 株式会社シャポンドゥ  発行企業名 日栄商事株式会社 

所 在 地 福島県福島市西中央 2-91-5  所 在 地 茨城県常総市水海道山田町4663 

代 表 者 
代表取締役会長 

清水 道夫 

 
代 表 者 

代表取締役社長 

小見川 吉博 

業 種 飲食店 FC  業 種 住宅分譲業 

贈 呈 先 社会福祉法人アイリス学園  贈 呈 先 常総市立水海道中学校 

寄 贈 品 フライドチキンおよび寄付金  寄 贈 品 寄付金 

指 定 理 由 

児童養護に取り組んでいる

同団体の運営を支援する

ことで、社会に貢献したい

との思いから。 

 

指 定 理 由 

未来を担う子どもたちの

教育に取り組んでいる同校の

運営を支援することで、

社会に貢献したいとの

思いから。 

 

社債の名称 
株式会社 晃和 

第 6回無担保社債 

 
社債の名称 

ホンダプリモ南筑波 株式会社 

第 2回無担保社債 

発 行 額 5,000万円  発 行 額 1億円 

発 行 日 2021 年 3 月 15 日  発 行 日 2021 年 3 月 15 日 

期 間 5 年  期 間 7 年 

資 金 使 途 運転資金  資 金 使 途 運転資金 

発行企業名 株式会社晃和  発行企業名 ホンダプリモ南筑波株式会社 

所 在 地 栃木県佐野市町谷町 2943  所 在 地 茨城県常総市水海道本町2595 

代 表 者 
代表取締役 CFO 

加藤 久男 

 
代 表 者 

代表取締役社長 

松崎 隆詞 

業 種 金属系建材製造業  業 種 自動車販売・整備業 

贈 呈 先 
とちぎメディカルセンター

しもつが 

 
贈 呈 先 

茨城県立水海道第一高等学校 

（野球部） 

寄 贈 品 寄付金  寄 贈 品 寄付金 

指 定 理 由 

コロナ禍で、最前線で医療

体制を提供している同病院の

運営を支援することで、

社会に貢献したいとの

思いから。 

 

指 定 理 由 

代表者の母校である同校の

部活動をサポートすることで、

地域社会に貢献したいとの

思いから。 

 以上 

 

 


